
　

令
和
３
年
３
月
31
日
付
で
町
会

長
会
会
長
を
退
任
い
た
し
ま
し

た
。
和
田
地
区
の
皆
様
に
は
２
年

間
種
々
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
長
に
選
出
さ
れ
た
時
は
、
大

変
な
事
に
な
っ
た
と
不
安
で
し
た

が
、
町
会
長
の
皆
さ
ん
に
支
え
て

い
た
だ
き
、
無
事
任
期
を
終
え
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
町
会
長
の
皆

様
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
は
予
定
通
り
行
事

を
実
施
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
、

令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
多
く
の
行

事
が
中
止
や
縮
小
、
懇
親
会
の
自

粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
和

田
地
区
芸
術
文
化
祭
、
ス
ポ
ー
ツ

大
会
等
の
中
止
は
誠
に
残
念
に
思

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
早
期
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
終
息
し
、
和
田
地
区

　

平
成
30
年
度
に
和
田
地
区
地
域

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
赴
任

し
て
以
来
、
３
年
間
に
わ
た
り
和

田
地
区
の
皆
さ
ま
に
は
、
本
当
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
に
お
い
て
、
特
記
す
べ

き
は
、
和
田
公
民
館
の
大
規
模
改

修
工
事
で
す
。
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
を
進
め
る
な
か

和
田
地
区
は
福
祉
ひ
ろ
ば
を
中
心

に
地
域
福
祉
の
土
台
が
機
能
し
て

お
り
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
部
縦
貫
自
動
車
道
も
整
備
が

始
ま
り
、
農
業
振
興
や
交
通
安
全

対
策
な
ど
が
大
き
な
課
題
で
す
。

　

福
祉
も
産
業
も
教
育
も
、
す
べ

て
和
田
地
区
の
地
域
づ
く
り
に
欠

か
せ
な
い
も
の
で
す
。
分
野
に
こ

　

和
田
地
区
担
当
保
健
師
と
し
て

２
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
の
２
年
、
ひ
ろ
ば

で
体
操
を
し
た
り
、
か
わ
い
い
子

ど
も
た
ち
と
触
れ
あ
っ
た
り
、
地

域
に
入
っ
て
い
く
の
は
楽
し
い
な

と
思
え
た
の
は
和
田
の
皆
様
の
優

し
さ
、
温
か
さ
の
お
か
げ
で
す
。

多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
盛
り
あ
げ

助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
様
に
教
わ
っ
た
人
と
の
繋
が

り
を
こ
れ
か
ら
の
仕
事
、
家
庭
に

生
か
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
皆
様
も
お
身
体
気
を
つ
け
て
、

元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
度
、
町
会
長
会
長
に
就
任
し

ま
し
た
下
和
田
町
会
長
の
吉
田
で
す
。

　

和
田
地
区
は
、
扇
状
地
形
を
活

か
し
た
豊
か
な
農
地
と
、
臨
空
工

業
団
地
を
有
す
る
農
産
業
の
振
興

地
域
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

更
に
は
、
豊
か
な
人
間
性
を
併

せ
持
っ
た
素
晴
ら
し
い
地
区
で
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
和
田
地
区
に
も
、
少

子
高
齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
お

り
、
地
域
の
担
い
手
も
不
足
し
、

町
会
内
、
ご
近
所
の
つ
な
が
り
も

薄
れ
が
ち
で
す
。
町
会
の
役
員
を

選
出
す
る
の
も
大
変
苦
労
す
る
時

代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の

整
備
が
動
き
出
し
、
残
地
と
な
る

不
整
形
農
地
で
の
農
業
振
興
や
、

通
学
路
を
含
む
道
路
環
境
の
安
全

対
策
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　

地
区
十
町
会
の
町
会
長
さ
ん
達

と
協
力
し
て
、
住
み
良
い
地
区
に

し
て
い
く
よ
う
、
誠
に
微
力
な
が

ら
、
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

　

ど
う
か
、
地
区
の
皆
様
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
４
月
か
ら
、
和
田
地
区
地

域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長
に
な
り
ま

し
た
村
山
佳
子
と
申
し
ま
す
。
隣

の
神
林
出
身
で
す
。

　

着
任
当
初
、
セ
ン
タ
ー
長
の
職

に
就
く
に
は
初
め
て
で
大
変
不
安

な
気
持
ち
で
し
た
。
そ
ん
な
時
に

地
域
を
歩
い
て
い
る
と
、
行
き
交

う
方
々
が
先
に
「
こ
ん
に
ち
は
。」

と
挨
拶
し
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
温

か
さ
に
気
持
ち
が
一
変
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
２
月
発
行
の
「
ふ

る
さ
と
和
田
」
を
拝
見
し
た
と
こ

ろ
、
昔
か
ら
の
伝
統
行
事
や
今
の

時
代
に
合
っ
た
催
し
が
各
町
会
で

様
々
行
わ
れ
て
お
り
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
の
強
い
地
域
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
和
田
地
区
に
お
い
て
も

高
齢
化
、
環
境
問
題
な
ど
の
全
国

共
通
の
課
題
に
加
え
、
道
路
整
備

や
空
港
対
策
な
ど
の
課
題
が
あ
り

ま
す
。
皆
様
と
共
に
課
題
に
向
き

合
い
、一
人
ひ
と
り
が
今
後
も
「
和

田
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
。」

と
思
え
る
地
域
づ
く
り
に
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
力
を
注
ぎ
た
い

と
思
い
ま
す
。
お
世
話
に
な
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

の
皆
さ
ん
が
例
年
通
り
沢
山
の
行

事
に
参
加
し
て
、
地
区
が
益
々
盛

り
上
が
る
事
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。
２
年
間
本
当
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

だ
わ
ら
ず
、
様
々
な
面
か
ら
支
え

合
え
る
仕
組
み
づ
く
り
が
、
今
後

更
に
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

赴
任
中
は
、
和
田
の
美
味
し
い

お
米
と
特
産
の
美
し
い
花
き
類
に

恵
ま
れ
て
大
変
幸
せ
で
し
た
。

　

和
田
地
区
の
ご
発
展
を
祈
念
申

し
あ
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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こ
の
時
期
、
入
学
式
・
新
生
活
に

ふ
さ
わ
し
く
こ
の
春
は
、
桜
が
満
開

で
新
ス
タ
ー
ト
を
切
る
に
は
最
高
の

日
に
な
っ
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

毎
日
の
様
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
ニュ
ー
ス
が
取
り
た
だ
さ
れ
て

い
る
中
で
の
新
生
活
は
、
不
安
だ
ら

け
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
と
は
違
っ
た
、
生
活
習
慣

や
学
校
生
活
、マ
ス
ク・手
洗
い
消
毒
、

い
つ
に
な
っ
た
ら
落
ち
つ
い
た
生
活
が

送
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
日
が
来

る
の
が
待
ち
遠
し
い
こ
の
頃
で
す
。

和
田
町　

福
沢

和
田
地
区
地
域
づ
く
り

　
　
　
セ
ン
タ
ー
長
　
村
山　

佳
子

和
田
公
民
館　
館
長　
萩
原　

正
人

　
　
　
　
　
　

主
事　
中
田　

真
実

【
町
内
公
民
館
長
＝
文
化
委
員
】

会　

長  （
境
）      　

宮
島
　
伸
一

副
会
長
（
蘇
我
）    　
田
中
　
住
人

会　

計  

（
殿
）        

上
條
　
清
実

          （
衣
外
）　   

赤
羽
　
政
幸

           

（
南
和
田
）      

福
澤
　
寛
治

           

（
太
子
堂
）     

渡
辺
　
孝
一

             

（
中
）  

        

森
島
　
基
行

            （
和
田
町
）   

福
澤
　
文
雄

            （
下
和
田
）   

塩
原
　
邦
敏

            （
西
原
）　   

鳥
羽
　
久
夫

【
体
育
委
員
】

委
員
長  

（
南
和
田
）  

青
柳
　
幸
寿

　
同    

（
中
）   　
　

小
林
　
俊
文

副
委
員
長  

（
衣
外
）   　

矢
口
　
健
治

　
同    

（
下
和
田
）　 

樋
口
　
憲
志

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
　  

斉
藤
　
幸
弘

　
　
　
　
　
　
　

 　

後
藤
　
京
子

　
　
　
　
　
　
　

 　

奥
原
加
代
子

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者　
　

 

田
中　

智
子

　
　
　
　
　
　
　

 　

新
井
　
尚
美

〈
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〉　
　
野
村　

好
子

　
　
　
　
　
　
　
　

     

北
沢   

　
薫

〈
野
球
〉　　
　
　
　

    

宮
沢　

   

猛

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

塩
原
　
治
樹

〈
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
〉　  

赤
羽
　
寿
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

上
原
　
恵
子

〈
卓
球
〉　　
　
　

       

山
岸
洋
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

     
藤
澤
　
裕
二

〈
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
〉  
森
川　

重
則

                                 
森
川　

菊
三

【
図
書
視
聴
覚
委
員
】

委
員
長

副
委
員
長

　
　

（
境
）

（
和
田
町
）

（
蘇
我
）

（
衣
外
）

（
殿
）

（
南
和
田
）

（
太
子
堂
）

（
中
）

（
下
和
田
）

（
西
原
）

桑
原
美
代
子

青
沼
美
沙
子

瀧
野　

聡
子

亀
野　

初
子

松
本　

恭
子

矢
野　
　

操

白
川　

良
恵

馬
場　

享
子

輿　
　

恵
子

池
田　

紫
乃

【
公
民
館
運
営
委
員
】

委
員
長

　
　

（
南
和
田
町
会
長
）

（
蘇
我
町
会
長
）

（
衣
外
町
会
長
）

（
殿
町
会
長
）

（
太
子
堂
町
会
長
）

（
中
町
会
長
）

（
和
田
町
町
会
長
）

（
下
和
田
町
会
長
）

（
境
町
会
長
）

（
西
原
町
会
長
）

矢
ケ
崎
市
郎

百
瀬　

勝
郎

吉
田　

朋
彦

上
條　

一
夫

渡
邉　
　

晋

中
野　
　

久

太
田　

正
徳

吉
田　

義
建

佐
藤　

幸
雄

伊
坪　

和
保

上
條　

昌
明

清
水　

伸
行

池
本　

治
子

大
和　
　

梢

池
田　

紫
乃

布
施　
　

誠

芝
沢
小
学
校
長

高
綱
中
学
校
長

和
田
保
育
園
長

芝
沢
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

高
綱
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

※
町
内
公
民
館
長
・
体
育
、
館
報
編
集
、

図
書
視
聴
覚
各
委
員
長
を
含
む
。

【
文
化
財
調
査
委
員
】

（
蘇
我
）

（
衣
外
）

（
殿
）

（
南
和
田
）

（
太
子
堂
）

（
中
）　

（
和
田
町
）

（
下
和
田
）

（
境
）

（
西
原
）

田
中　
　

尚

赤
羽　

節
男

神
澤　

芳
夫

上
條　

宏
之

岩
垂　

節
男

中
野　

方
文

福
澤　

賢
一

吉
池　

淳
吉

遠
山　

文
孝

嘉
藤　

悦
郎

※
町
内
公
民
館
長
を
含
む

（
蘇
我
）

（
衣
外
）

（
殿
）

（
南
和
田
）

（
太
子
堂
）

（
中
）

（
和
田
町
） 萩

原　

勇
亮　
　

新
井　

康
正

竹
下　

将
嗣　
　

横
川　

佳
範

村
上　

拓
史　
　

小
林　
　

功

原　
　

真
一　
　

赤
羽　
　

悟

藤
沢　
　

亨　
　

藤
澤　

俊
和

田
村　
　

諒　
　

川
崎　

弘
俊

長
田　

秀
幸　
　

丸
山　

真
一

委
員
長

副
委
員
長

　
　

（
和
田
町
）

（
境
）

（
蘇
我
）

（
衣
外
）

（
殿
）

（
南
和
田
）

（
太
子
堂
）

（
中
）

（
下
和
田
）

（
西
原
）

福
沢　

直
美

遠
山
由
起
子

田
中　

弥
生

吉
田　

綾
香

上
原　

博
美

赤
羽
れ
い
子

赤
羽
し
の
ぶ

上
條
由
香
里

塩
原　

道
子

北
澤　

千
春

【
館
報
編
集
委
員
】

（
下
和
田
）

（
境
）

（
西
原
）

菊
池　
　

靖　
　

後
藤　

邦
高

塩
原　

哲
郎　
　

宮
島　

哲
也

木
村　
　

保　
　

牧　
　

和
美

女
性
役
員
会
長

Ｊ
Ａ
和
田
支
所
長

民
生
児
童
委
員
協
議
会
長

消
防
12
分
団
長

安
協
支
部
長

商
工
親
和
会
長

市
議
会
議
員

子
ど
も
会
育
成
会
長

健
康
づ
く
り
推
進
員
会
長

地
区
生
活
支
援
員

福
澤　

美
幸

斉
藤　
　

茂

大
野　

浩
司

高
畑　

友
喜

中
野　

尚
史

上
條　

康
敬

上
條　

俊
道

萩
原　

勝
重

町
田　

恵
美

上
原　

恵
子

【
講
座
・
学
習
会
等
】

【
地
区
全
体
行
事
】

和
田
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

夏
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会

河
西
部
球
技
大
会

松
本
市
市
民
体
育
大
会

和
田
地
区
大
運
動
会

市
長
杯
争
奪
球
技
大
会

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会

芸
術
文
化
祭

６
／
20

７
／
11

８
／
29

10
／
10

10
／
17

10
／
31

２
／
20

11
／
7

育
児
学
級
「
め
だ
か
の
会
」  

支
援

世
代
交
流
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

人
権
啓
発
講
座

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

映
画
と
語
り
の
会

人
権
啓
発
講
座

芝
沢
小
夏
休
み
学
習
支
援

文
化
財
臨
地
学
習
会

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室

随

時

5
／
31

6
／
11

6
／
26

7
／
30

未

定

２
日
間

８
／
31

８

月

11
／
15
～

【
委
員
会
活
動
】

運
営
委
員
会
　
館
報
編
集
委
員
会

図
書
視
聴
覚
委
員
会

体
育
委
員
会　
文
化
委
員
会

文
化
財
調
査
委
員
会

【
そ
の
他
】

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業

地
区
内
の
人
材
リ
ス
ト
作
成

ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー（
火
・
木
）

　
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー（
木
）  

卓
球
（
火
・
木
）

福
祉
分
野
で
の
協
力
・
連
携

町
内
公
民
館
活
動
へ
の
協
力

地
域
づ
く
り
協
議
会
へ
の
参
画

歌
碑
公
園
の
管
理

　

歌
碑
公
園
・
公
民
館
周
辺
の
草
刈
り
・

　

清
掃
等
を
月
１
回
、
町
内
公
民
館
に
依

　

頼
し
て
実
施

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
中

止
ま
た
は
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
「
公
民
館
ニ
ュ
ー
ス
」
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

七
夕
飾
り
教
室
・
茶
道
体
験
教
室
・
そ

ば
打
ち
講
習
会
・
し
め
縄
作
り
教
室
・

キ
ム
チ
漬
け
講
習
会
・
和
田
の
文
化
を

学
ぶ
会
・
手
芸
講
座
・
パ
ソ
コ
ン
講
座
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座
等
は
未
定
で
す
。

　

４
月
か
ら
、
和
田
地
区
担
当
と

な
り
ま
し
た
保
健
師
の
忠
地
で

す
。
和
田
の
良
い
と
こ
ろ
を
た
く

さ
ん
見
つ
け
、
多
く
の
皆
さ
ん
と

顔
見
知
り
に
な
れ
る
よ
う
、
色
々

な
場
所
へ
顔
を
出
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
気
軽
に
お
声
か
け
い
た

だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　

さ
て
、
松
本
市
は
中
核
市
へ
移

行
し
た
こ
と
に
伴
い
、
市
保
健
所

を
開
設
し
ま
し
た
。
私
の
所
属
す

る
健
康
づ
く
り
課
も
保
健
所
の
一

員
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
「
健
康

を
つ
く
る
」
業
務
と
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
を
は
じ

め
と
す
る
「
健
康
を
ま
も
る
」
業

務
も
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
。
よ
り

身
近
な
場
所
で
相
談
や
手
続
き
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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